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武石ともしび博物館概要 

１ 基本方針 

灯火専門の博物館として、関係資料の収集と調査研究を進めます。また、地域に根ざす 

博物館として、文化活動の拠点となることを目指して活動を進めます。そのために、体験 

学習を重視し、多彩な学習を用意するとともに、豊かな環境づくりを行います。学校及び 

諸文化施設、団体等と交流を深め、連携を図りながら幅広い活動を展開します。 

 

２ 所在地等 

（1） 所 在 地 〒386-0503 上田市下武石 1902 番地 4 

（2） 電 話 0268-85-2474 

（3） 開 館 年 月 日 平成元年 11 月 3 日（新設） 

（4） 延 床 面 積 782.34 ㎡ 鉄筋コンクリート造 

（5） 令和 5 年度入館者数 3,224 人 

（6） 収 蔵 資 料 2,155 点（令和 5 年度末） 

（7） 休 館 日 月曜日、祝日の翌日、冬季（12 月 29 日～3 月 31 日） 

 

３ 令和 5年度事業計画 （令和 5 年４月１日現在） 

事 業 名 実施時期 事 業 内 容 

資料の収集・調査研究 年 間 

灯火及び灯火器の調査研究を進め、展示に活用。 

資料を保存。発火法の研究や展示解説資料の充実。 

敷地内の植栽や茶花などの管理。 

資 料 の 整 理 ・ 保 管 年 間 所蔵資料の再整備を行い、目録や図版の作成。 

資料のデータベース化 年 間 収蔵資料及び収蔵図書のデータベース化。 

調査・相談への対応 年 間 
市民や学校研究機関などの灯火に関する問い合わ 

せ等に対応。 

常 設 展 年 間 
展示替えを適宜に実施。解説や説明文書の見直しと 

資料作成。 

体 験 学 習 年 間 

常時実施している火おこし体験・灯火器の明るさ体験の

充実。ろうそく作りや太陽光発火、凧作りなど 

様々な体験学習提供。 

特 別 展 年 間 年に１回程度、テーマを決めて特別展示。 
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事 業 名 計画時期 事 業 内 容 

萩 見 の 茶 会  9 月 

敷地内に多くある萩の開花の時期に、館で活動する茶

道教室と協働して来館者を対象に「萩見の茶会」を開

催。 

茶 灯 会 10 月 
月見の時節に、博物館の庭園に約 500 灯の竹あかりを

点し、茶道教室と協働して茶会を開催。 

と も し び 茶 会 11 月 

紅葉の時期、文化の日にあわせ、茶道教室の学習の一

環として、茶室と野点の２席の茶会を開き、来館者に

日頃の学習の成果を披露し、併せて茶道への関心を深

めるため実施。 

春 灯 会  3 月 
子どもランタンをメインとし、演奏会、クイズラリー、

豚汁サービスなどのイベント実施。 

茶 道 教 室 年 間 

流派にこだわらず、茶の心を大切にする教室。月２回

の稽古で、茶の湯の楽しさや厳しさに触れながら自己

の向上を図り、受講者相互の連携を深めるため実施。 

博 物 館 連 携 事 業 

及 び 灯 火 関 連 講 座 
年 間 

灯火に関係する講座や体験教室など公民館や各種団

体と連携して多彩な事業を実施。 

 

４ 入館料 

区  分 
一   般 小・中学生 

個 人 団 体 個 人 団 体 

入  館  料 400 円 
1 人につき 

300 円 
200 円 

1 人につき 

150 円 

※児童生徒、障がい者、高齢者等は減免制度あり。団体は 20 人以上。 

 

５ 主な収蔵資料（寄託資料も含む） 

区  分 主 な 収 蔵 資 料 

灯 火 器 具 等 
発火・着火、自然物、灯油、ろうそく、灯・燭兼用、臭水、石油ランプ、

ガス、電気 

そ の 他 絵画、浮世絵等 

※ 資料掲載 HP「武石ともしび博物館」http://museum.umic.jp/sakuhin/eizou13html/ 

 

６ 映像資料（関連映像デジタルアーカイブ） 

「武石ともしび博物館ホームページ」htttp://museum.umic.jp/sakuhin/eizou13html/ 
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 ３．入館状況

2　入館状況

（1）令和5年度　月別入館者数一覧

全体

個人
65歳

以上
団体 個人 団体

せい

しゅん

村

練馬区

児童

生徒

利用券 互助会

八十二

文化

財団

※R2廃止

Ｍパス

ポート

合 計

4月 35 28 4 - 299

5月 48 75 8 67 - 374

6月 24 34 20 89 - 301

7月 26 26 16 22 1 - 193

8月 80 56 30 2 - 324

9月 35 50 5 - 296

10月 39 20 3 47 5 - 441

11月 30 85 4 - 403

12月 11 2 - 257

1月 - 35

2月 - 6

3月 - 295

合計 328 374 92 69 164 - 3,224

無料入館者の詳細

児童生徒 未就学児 保護者
障がい者

介助者
庭園見学

下見

引率
教育機関 公用 市主催 館主催 共催 取材 招待 お茶の会 合計

407 245 144 88 239 185 87 411 64 21 3 303 2,197

割引

個人

一般

65歳

以上

団体

一般

児童

生徒

団体

児童

生徒

練馬区

児童

生徒

利用券

児童

生徒

未就学児

障がい者

介助者
庭園見学

主・共

催事業
お茶の会 その他

328 374 92 69 164 652 88 239 475 303 440 3,224

*「未就学児」は無料
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10.2% 11.6% 2.9% 2.1% 5.1% 20.2% 2.7% 7.4% 14.7% 9.4% 13.6% 100.0%

有料

令和5年
合計

無料

割引

月

一般 児童・生徒

児童・生徒一般

無料

入館者

232

176

134

102

35

6

295

2,197

156

206

327

284

244

個人

一般

10.2%

65歳

以上

11.6%

（有料）

児童

生徒

2.9%

団体

児童

生徒

2.1%

練馬区

児童

生徒

5.1%

(無料)

児童

生徒

未就学児

20.2%

障がい者

介助者

2.7%

庭園見学7.4%

主・共

催事業

14.7%

お茶の会

9.4%

無料

その他

13.6%

〔令和5年度入館者内訳グラフ〕



H元年～Ｈ16年   [1月～12月集計] Ｈ17年度以降   [4月～12月開館集計]

Ｈ27年度   [4月～3月開館]*1 Ｈ28年度以降   [4月～3月集計]

＊1NHK大河ドラマ「眞田丸」放送に伴い通年開館

無料

個人
65歳

以上
団体 個人 団体

せいしゅん

村

練馬区

児童

生徒

利用券 互助会
八十二

文化財団

Ｍパス

ポート

障がい者

介助者
入館者

11年 2,820 100 545 517 769 1,811 821 147 1,894 9,424

12年 2,329 363 290 503 854 1,776 455 64 1,491 8,125

13年 1,809 303 531 326 593 2,448 529 2 58 1,507 8,106

14年 2,159 275 862 417 625 1,626 586 3 55 1,471 8,079

15年 1,769 341 243 445 919 1,766 508 2 66 1,147 7,206

16年 1,538 253 249 202 318 2,222 489 183 815 6,269

17年 1,103 160 119 173 318 268 1,795 244 126 761 5,067

18年 856 197 236 99 497 183 1,659 294 11 27 1,227 5,286

19年 1,149 127 31 188 305 293 1,365 120 27 1,292 4,897

20年 1,030 242 100 167 248 84 1,124 221 34 622 3,872

21年 959 240 60 131 378 124 1,303 101 5 46 416 3,763

22年 817 211 53 151 413 46 1,329 177 82 509 3,788

23年 818 285 399 128 277 82 754 130 3 103 999 3,978

24年 611 333 173 85 82 47 943 102 4 45 1,019 3,444

25年 532 322 148 52 205 97 715 49 2 24 1,028 3,174

26年 491 301 53 76 59 52 991 89 3 936 3,051

27年 438 279 28 44 92 85 651 166 12 2,299 4,094

28年 651 477 20 76 249 46 551 208 6 127 2,981 5,392

29年 470 367 5 75 106 42 641 302 3 36 2,474 4,521

30年 710 527 71 98 112 5 690 219 14 3,080 5,526

令和元年 781 627 108 228 495 254 9 5 32 3,153 5,692

2年 279 122 34 2 23 1 16 723 1,200

3年 314 185 44 45 2 1 1,661 2,252

4年 393 282 93 137 200 1 1,525 2,631

5年 328 374 92 69 164 5 2,197 3,224

総　計 68,744 7,293 20,456 13,892 36,790 1,454 27,023 6,092 34 24 237 1,090 58,949 242,073

＊平成11年度から、練馬区児童・生徒の集計を追加（平成10年度までは団体・児童生徒に含む）

＊平成26年度6月から、身がい者（介助者含む）、上田地域定住自立圏内小中高生、観覧料を免除

＊平成30年4月1日から、上田市勤労者互助会に加え、長野県市町村勤労者互助会との施設利用契約を締結する。

＊令和２年11月6日：ミュージアムパスポート販売終了
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（２）令和5年度　年度別入館者総数内訳

児童・生徒

120,012－－ － － 21,722－ － －

Ｈ1年

から

Ｈ10年

合計

43,590 16,240 9,568

合 計年度

無
料
入
館
者
に
統
合

一般 （左記のうち割引券）

28,892

0
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〔入館者内訳推移グラフ〕

一般 児童・生徒 無料入館者

*1



（３）今年度を振り返って 

  令和 5 年度の入館者数は 3,224 人、対前年度比 593 人増、率で 22.5%上回った。新型

コロナ流行から 4 年目、5 月 GW 以降には感染警戒レベルが 2 類から 5 類に移行し、各

種の制限が緩和された年で、経済活動が回復基調に転じ上向き傾向となった。新型コロナ

流行前の入館者数との比較では、まだ完全回復ではないものの、5 割を超える状況となっ

た。 

 

  無料入館者数は 2,197 人で全入館者の 68.1％、対前年度比 672 人増、率で 44.1％上回

った。無料入館者のうち上田定住自立圏域内（上田市、東御市、長和町、青木村、立科町、

坂城町、嬬恋村で構成）の児童生徒が前年の 345 人から 390 人に増加し、3 年連続でコロ

ナ下における学校活動再開の兆しが感じられる結果となった。 

また、友好都市である練馬区の児童生徒利用は前年度の 200 人から 164 人で、都教委

による都道府県をまたぐ外出自粛が緩和されつつも、本格的な学校活動に向けた準備期

間でもあり、安全第一を優先しながらの試行錯誤が続き、学習の機会がコロナ禍前の状態

に向けて動き出している。 

 

従来から当館の来館者の多くは首都圏を中心とした観光客で、美ヶ原高原へのアクセ

ス道路が台風や豪雨被害から復旧したものの、令和 6 年 4 月に県道美ヶ原公園沖線の法

面が崩落し、開通のめどがたたない状況にあり今後の観光面が憂慮される。 

 

  このような中、今年度は集客力の向上に向け、当館は学習の場でもあることから、上田

定住自立圏域内の高校生以下の無料入館など、手軽に利用できる施設であることの周知

のため、随時ホームページの改修を行った。 

また、ろうそく作りは手作り体験ができ成果品を持ち帰れる事業で、近隣の保育園幼稚

園への広報を行い、クリスマスシーズンの利用増を図った。 

 

年間事業では、恒例の 3 茶会（萩見、茶灯会、ともしび）を前年に引き続き計画。新型

コロナ感染防止に配慮し、開催に向けては関係団体と事前協議を行い、受入れ人数は従前

の半数程度とし、事前予約制で時間帯を分け 3 密を避ける計画とした。 

復活開催を計画した前年度は、「萩見の茶会」と「茶灯会」がコロナ流行第 7 波と重な

り、また「ともしび茶会」は予約状況が定員の 1 割と芳しくなく全てが中止となった。 

令和 5 年度は感染警戒レベルの引き下げもあり、3 茶会が全て計画通りに開催でき、

「萩見の茶会 70 人」、「茶灯会 103 人」、「ともしび茶会 118 人」の計 291 人の参加があっ

た。 
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厳冬期に開催してきたアイスキャンドル祭はコロナ禍で中止が続いていたが、計画段階 

において、近年の地球温暖化傾向の影響により暖冬予報の中での氷づくりが課題となり、今

後における復活開催は困難と判断。 

こうした状況の中、当博物館は平成元年の開館から 35 周年を迎え、これを記念し「春灯

会」を 3 月 2 日に開催。ろうそく作り体験に来館した近隣の保育園幼稚園児のほか、児童

館の児童にも描いてもらった絵 314 点を筒状にラミネート加工し、子どもランタンとして

会場いっぱいに配置。上田切り絵の会の切り絵行灯も色を添えた。寒さの残る春先のため豚

汁サービスを取り入れたほか、かっくんのハーモニカ演奏会、子ども向けクイズラリー、駄

菓子販売など盛りだくさんの内容で、長野大学サークル MIZUMATCH、住みよい武石、武

石地域振興課などの協力をいただき 35 周年を祝った。 

 

自主事業では、秋に「2023 あかり浮世絵展Ⅱ（10 月 26 日から 11 月 23 日）」を開催。前

年度に引き続きのためⅡとし、所蔵品のうち 38 点を公開。浮世絵は江戸から明治期の人々

の暮らしや文化を今に伝える貴重な資料として、様々な場面で「灯り」、「火」、「炎」が描か

れている。 

浮世絵展の会期中、11 月 3 日の「茶灯会」では秋の夜灯りのもと、地元の灯りを楽しむ

会の協力により竹灯篭が夜の庭園に映え、多くの親子連れで賑わいが見られた。 

 

施設整備では体験館南東側の竹垣の更新事業として、青竹の採取を経て麻紐での括り付

けを 6 月に実施したほか、石油タンク 1 基（400ℓ伝承館裏）に消防法に則った防油堤を 7

月に設置。 

 

 

 

また、8 月 23 日の豪雨時に博物館近くに落雷があり、火災報知通報システム基盤が故障。 

修繕での対応ができず新規の回路設計が必要となり、予備費充用での復旧対応となった。夜

間の火災時通報が発出されない状況が続いていたが、10 月末に入替工事が完了。 

 

今後における目指すべき方向としては、灯り・ともしび・あたたかさがもたらす恩恵や大

切さを後世に伝承すること。そのための体験型学習施設であることを踏まえながら、従来か

らの展示や体験以外の魅力を発信すべく、パンフレット『ともしび花の歳時記』を活用し、

自然豊かに整備された庭園の無料見学を PR していきたい。 

 

結びに、新型コロナウィルス感染症の 5 類移行を契機ととらえ、学校活動や経済活動が

従前のような活気ある姿を取り戻すことを下支えし、感染対策の徹底を図りつつ春の開館

に向けた準備を進めていきたい。 
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竹垣 防油堤 



(4) 令和5年度　学校・保育園等の利用実績

火起こし ろうそく 明るさ

1 5月2日 武石3 小 31 1 1

1 5月25日 練馬石神井東6 小 65 1 1

1 6月1日 練馬小竹6 小 1 1 58 1 1

1 6月22日 練馬北原6 小 89 1 1 1

1 6月29日 練馬北町西6 小 54 1 1

1 7月6日 丸子北5 小 1 1 60 1 1 1

1 7月12日 佐久平根5 小 22 1 1 1

1 8月27日 練馬光が丘児 小 1 1 37 1 1 1

1 8月30日 お茶の水附属5 小 1 1 60 1 1

1 9月5日 傍陽6 小 14 1 1

1 9月6日 中込5 小 1 1 53 1 1

1 9月7日 飯山養護高 高 13 1 1 1

1 10月1日 東京三育4.5 小 1 1 42 1 1

1 10月5日 川西2 小 43 1 1 1

1 10月18日 大田相生6 小 48 1 1

1 10月25日 川西5 小 50 1 1 1 1

16校予約 10校来館 6 6 739 予約 小 中 高

310 未 416 13

火起こし ろうそく 明るさ

1 11月29日 ながと 保 31 1 1

1 12月5日 和田 保 4 1 1

1 12月12日 西内 保 4 1 1

1 12月13日 中丸子 保 22 1 1

1 12月14日 武石 保 18 1 1

1 12月15日 神科第一 保 29 1 1

1 12月19日 ちぐさ 幼 11 1 1

1 12月20日 まるこ 保 28 1 1

8 8園 8園 147 人来館

－ 7 －

人数 見学
体験

429人来館

月日 園名 区分 雨予 中止

（単位：校園、人）

月日 学校・学年 区分 雨予 中止 人数 見学
体験



3　年間事業

　（１）主催事業活動

イベント名 実施時期 協力団体（個人） 内　容 出品数

「あかり浮世絵展」Ⅱ
10月26日

～11月23日
所蔵品 出展図録（P.9）のとおり 38

武石保育園 ランタン 67

西内保育園 　〃 7

中丸子保育園 　〃 46

まるこ保育園 　〃 51

神科第一保育園 　〃 29

ちぐさ幼稚園 　〃 31

ながと保育園 　〃 31

和田保育園 　〃 8

武石児童館・学童 　〃 44

灯りの会 竹灯篭 70

上田切り絵の会 切り絵行灯 20

 茶道教室 年間

　〇能登半島地震被災地応援メッセージ文字「願う」

― 8 ―

春灯会

（開館35周年イベント）
3月2日

「やまぶきの会」及び「和の会」の2つの教室があり、各教室とも月2～3回の稽

古で茶道を学習。博物館事業の萩見の茶会、茶灯会、ともしび茶会をはじめ、館

の活動に対し積極的な協力をいただいている。

あかり浮世絵展Ⅱ 春灯会



(2)「あかり浮世絵展Ⅱ　」出展図録

番号 題　　　　　名 収蔵番号 灯火器具 　落　　　款

1 徳用奥羽屋 1111 和ろうそく

2 壱ツ目の弁天 827 提灯 国貞画

3 燈を診て火事を知る法話 1001 角行灯 一藼斎芳幾画

4 忠臣蔵六段目 1608 ぶら提灯 哥麿筆

5 教導立志基 1433 燭台、つけ木 真生清親

6 青楼四季乃詠・玉屋内花紫 1671 菊灯台 清峰

7 春色三十六會席　今戸有明楼 784-2 ぼんぼり 朝霞楼芳幾画

8 郵便報知新聞 1100 カンテラ 芳年

9 江戸錦今様國尽・楠正成葛葉 1672 南蛮人燭台 一勇斎国芳画

10 庭遊　草花の七文字 1505 提灯 國貞舎豊國画

11 (与話情浮名横櫛） 1399 角行灯 豊國画 （三代）

12 不明 1159 龕灯 一勇斎國芳画

13 善悪三拾六美人・加賀の千代 1670 瓦灯 豊原国周筆

14 六十余州名所図會　摂津住よし井見のはま 928 高灯篭 廣重筆

15 東海道五十三次　丸子 1581 燭台 広重　画　(三代）

16 うちわ絵 1450 軒提灯、掛行灯 胡蝶園國盛　画

17 江戸六玉顔　此君書を好む 1503 遠州行灯 哥麿筆

18 月の陰忍び逢ふ夜 903 掛行灯 香蝶楼国貞　画

19 守田座普請出来惣浚ノ図 1557 燭台 七十九歳豊國筆

20 誠忠義士伝 1704-2 蔵提灯 一勇斎國芳

21 芸者小三・大美屋半治 1210 豊國

22 白井権八　後二小むらさき 889 たそや行灯 一勇斎國輝画

23 上野不忍池畔之月景 1444 ガス灯、提灯 黒木半乃助

24 教導立志基 1152 卓上ランプ 清親

25 東京眞景図會　する賀町　三ツ井組 997 ガス灯 廣重　画

26 九段坂五月夜 1590 灯台、提灯 小林清親筆

27 忠雄義臣録第十 1711 がんとう 國貞舎豊國筆

28 (東京日々新聞) 1449 面あかり 一慧斎芳幾

29 浅草蔵前良夜 1331 ガス提灯 小林清親筆

30 教導立志基　銭さがし 1332 たいまつ 井上探景画

31 （燭台　源氏絵　国貞） 1153 燭台、灯籠 香蝶楼国貞画

32 761-2 ぶら提灯 香蝶楼国貞　画

33 油屋おこん 1532 多灯灯台 豊國画

34 大日本六十餘州之内　薩摩 1149 遠州行灯 香蝶楼豊國　画 （三代）

35 (面あかり　國芳3枚続） 1250 面あかり、燭台 一勇斎國芳画

36 源氏後集余情　若菜の下 1582 短檠 豊國画

37 紫式部　源氏かるた　蓬生 888 角行灯 香朝楼國貞

38 三勝　岩井半四郎 1096 角行灯 豊國画

ー　9　－

開催期間：令和5年10月26日～11月23日



展示館前茶席

通り門前

かっくんのハーモニカ演奏会

―　10　ー

クイズラリー景品交換所

あずまやイルミネーション震災復興応援文字「願う」

と も し び 茶 会

春 灯 会

展示館東イルミネーション

茶室前池之端

展示館東石オブジェ



   体験学習

イベント名 開催時期 参加人数 対　　象 協働団体

学校体験学習受入
　(火おこし体験等)

5月2日
5月25日
6月22日
6月29日
7月12日
9月5日
9月7日
10月5日
10月18日
10月25日

31人
65人
89人
54人
22人
14人
13人
43人
48人
50人

武石小学校3学年
練馬石神井東小学校6学年
練馬区北原小学校6学年
練馬区北町西小学校6学年
佐久市平根小学校5学年
傍陽小学校6学年
飯山養護学校高等部
川西小学校2学年
大田区立相生小学校6学年
川西小学校5学年

各学校

（中止）

※雨天時予約または、
新型コロナ感染拡大による

練馬区小竹小学校6学年
丸子北小学校5学年
練馬区光が丘小学校児童館
お茶の水大学附属小学校5学年
佐久市立中込小学校5学年
東京三育小学校4.5学年

各学校

保育園体験学習受入
　(ろうそく作り体験）

11月29日
12月5日
12月12日
12月13日
12月14日
12月15日
12月19日
12月20日

31人
4人
4人
22人
18人
29人
11人
14人

ながと保育園年長組
和田保育園年長組
西内保育園全組
中丸子保育園年長組
武石保育園年長組
神科第一保育園年長組
ちぐさ幼稚園年長組
まるこ保育園年長組

各保育園

   その他

イベント名 開催時期 参加人数 内　　容 協働団体

シルバー人材センター様による
ボランティア清掃

11月19日 15人 敷地内の落葉清掃活動をしていただきました。 シルバー人材センター

― 11 ―

　（3）協働活動事業



令和5年度 記　　　　　　　　　　　　　　　　事

4月1日 ・ 人事発令、トイレ照明センサー調整

4月2日 ・ 臼製作（～4/4）

4月4日 ・ ピーターパン火起こし体験

4月9日 ・ 余里P案内看板設置、杵先交換

4月12日 ・ 水琴窟清掃

4月15日 ・ 長野県こども白書取材

4月19日 ・ フクロウ池取水口掃除

4月22日 ・ 休息所塗装作業

4月24日 ・ 合併浄化槽保守点検（東京理工器）

4月28日 ・ Pトイレパッキン交換

4月29日 ・ お茶の水附属小下見対応

5月2日 ・ 武石小3年体験受入

5月4日 ・ 余里P案内看板撤去、ホクチ製作

5月9日 ・ 上田市高齢者学園ろうそく作り

5月12日 ・ 清瀬市実踏対応

5月17日 ・ 伝承館前除草、前道路・北通路除草剤散布

5月25日 ・ 練馬石神井東小65人体験受入

5月26日 ・ 展示館ガラスケース拭き、合併浄化槽保守点検（東京理工器）

5月28日 ・ ロビー・サッシ清掃

5月30日 ・ 敷地内ビーバー除草

6月1日 ・ 館企画会議、旧竹垣撤去、P土手ビーバー除草

6月3日 ・ アロマキャンドル教室17人

6月4日 ・ Pトイレ東側欅枝落し

6月6日 ・ 竹垣用青竹切り

6月7日 ・ 消防設備点検、新竹垣作業開始（～6/10）

6月14日 ・ 3茶会検討会議

6月18日 ・ 来待分館ろうそく作り14人対応

6月20日 ・ 池取水口清掃

6月22日 ・ 練馬区北原小89人受入

6月29日 ・ 飯山養護下見対応、合併浄化槽保守点検（東京理工器）

7月1日 ・ 丸子北小下見対応

7月6日 ・ 防油堤製作開始（～7/11）

7月12日 ・ 佐久市平根小22人受入

7月14日 ・ 防火管理者講習会（～7/15）

7月18日 ・ 南部中学職場体験開始2人（～7/20）

7月21日 ・ アルソック夜間蝙蝠通報

7月26日 ・ 合併浄化槽保守点検（東京理工器）

7月28日 ・ 池取水口清掃

8月2日 ・ 佐久市中込小視察対応、フクロウ池落ち葉撤去

8月10日 ・ 敷地内ビーバー除草

8月23日 ・ 落雷で火災報知器故障、ミヤマ消防設備点検、アルソック通報解除

8月24日 ・ 通り門火報ランプ交換、茶会道路看板製作設置

8月28日 ・ 合併浄化槽保守点検（東京理工器）

9月2日 ・ 萩見の茶会70人

9月5日 ・ 傍陽小受入17人

9月6日 ・ フクロウ池取水口掃除

9月7日 ・ 飯山養護高等部受入14人、佐久市俳句連盟案内

9月8日 ・ 展示館ガラスケース拭き
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5　博物館業務日誌ピックアップ



令和5年度 記　　　　　　　　　　　　　　　　事

9月15日 ・ 池ミドリ藻除去（～9/16）

9月17日 ・ 川西小下見対応

9月22日 ・ 第二池鯉捕獲

9月26日 ・ 秋の落葉清掃開始

9月27日 ・ 県道沿いビーバー除草

9月29日 ・ NPOぽけっと受入11人、合併浄化槽保守点検（東京理工器）

9月30日 ・ シティープロ取材研修対応

10月4日 ・ 看板製作（茶灯会、浮世絵展）

10月5日 ・ 川西小ろうそくづくり対応40人、萩刈

10月7日 ・ 茶灯会103人

10月10日 ・ 合併浄化槽法定点検（県浄化槽協会）

10月18日 ・ 大田区相生小受入47人

10月20日 ・ 浮世絵展キャプション製作

10月21日 ・ 火災報知器交換設置（ミヤマ）、アルソック警備開始

10月22日 ・ 浮世絵展額装作業

10月25日 ・ 川西小火起こし対応46人

10月26日 ・ MTV取材対応、合併浄化槽保守点検（東京理工器）

11月3日 ・ ともしび茶会118人

11月17日 ・ 千曲市埴生公民館受入20人

11月28日 ・ 体験館裏口センサーライト設置、合併浄化槽保守点検（東京理工器）

11月29日 ・ ながと保育園ろうそく作り対応28人

12月1日 ・ LPガス法定点検

12月3日 ・ 水琴窟止め

12月5日 ・ 和田保育園ろうそく作り4人

12月7日 ・ 茶室障子補修

12月9日 ・ アロマキャンドル講座

12月12日 ・ 西内保育園ろうそく作り5人

12月13日 ・ 中丸子保育園ろうそく作り22人

12月14日 ・ 武石保育園ろうそく作り18人

12月15日 ・ 神科第一保育園ろうそく作り29人

12月17日 ・ サンポットストーブ修繕

12月19日 ・ ちぐさ幼稚園ろうそく作り9人

12月21日 ・ 合併浄化槽法定点検

12月23日 ・ 合併浄化槽汚泥引き抜き

12月26日 ・ Pトイレ水抜き

12月28日 ・ 池取水口清掃

1月11日 ・ 春灯会保育園ランタン絵作成依頼

1月19日 ・ やまぶきの会初釜

1月23日 ・ 合併浄化槽保守点検（東京理工器）

2月2日 ・ 春灯会ポスター製作、子どもランタンラ名札・ミカ工開始

2月6日 ・ Pイルミネーション設置

2月9日 ・ 消防設備点検（ミヤマ）

2月13日 ・ 合併浄化槽水質検査（東信公害研究所）

2月26日 ・ 春灯会信毎取材対応

2月28日 ・ 県道沿いイルミネーション設置、合併浄化槽保守点検（東京理工器）

3月2日 ・ 春灯会295人

3月11日 ・ 館内ワックスがけ清掃（ミヤマ）

3月22日 ・ ピアノ調律（ヒオキ楽器）

3月25日 ・ Pトイレ水道管接続、合併浄化槽保守点検（東京理工器）
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5　令和5年度　職員構成

橋詰　秀行

― 14―

所　　長

係　　長

主　　事

社会教育指導員

会計年度任用職員

中村　典子

小林　由里

〃川合　咲菜

〃 中島　彩花

掛川　安之

武石ともしび博物館

館　　長

会計年度任用職員

小井戸　輝美

武石地域教育事務所

若林　昭

若木　はずき



武石ともしび博物館
開館35周年記念イベント

入場無料

竹灯篭

とん汁無料
サービス

「春灯会」

願う

・3月2日(土) 18時～20時

・武石ともしび博物館
0268-85-2474

18時頃～

あったか～い！

かっくんの
ハーモニカ

演 奏 会

点火式
みんなで参加

しよう

17：45～

こども

ランタン

園児や小学生の
作品 約300

切り絵

行灯

秀作ぞろい
約20

クイズ

ラリー

賞品あるよ

(こども対象)

駄菓子

の販売

つなぐ家
（出店）

19時～(30分間)

・発達障がいを抱え
る「かっくん」が奏で
るハーモニカの音
色は、元気になった
り、癒されます。
・乞うご期待！！

会場：伝承館

♡能登半島地震応援メッセージもご覧ください♡

イルミネーション


